
｠PIC16F648A　 
CPUボードモジュールキット Ver.2

★小型マイコンボードがさらに小さく、そしてRS232信号の切り
替えDIPスイッチを搭載してリニューアルしました。  
★この基板をそのままAKI－PICプログラマの28ピンソケットに
セットして、書き込みが行えます。  
★5VレギュレータIC、セラミック発振子搭載で電源（6～16V）を
供給するのみで動作 
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CN1 PIC16F84A PIC16F627A PIC16F818/819 PIC"16F88 RS232ドライバー ICと
/628A/648A DIPスイッチ

1 NC（未接続）
2 NC（未接続）
3 V-IN 電源入力 ＋6~ 16V 
4 RX21N (RS232:PIC-RX) 
5 TX20UT (RS232.PIC-TX) 
6 RA2 RA2/AN2NREF RA2/ AN2NREF- RA2/AN2八／REFNREF-
7 RA3 RA3/AN3/CMP1 RA3/AN3NREF+ RA3/AN3NREF+/Cl OUT T21N-DIP SW-5 
8 RA4 RA4汀OCKI/CMP2 RA4/AN4(rOCKI RA4/AN4/TOCKI/C20UT R20UT-DIP SW-1 
， MCLR RAS/MCLR RAS/MCLR RAS/MCLR 

10 GND 
11 RBO/INT RBO/INT RBO/INT RBO/INT /CCP1 R20UT-DIP SW-4 
12 RB1 RB1/RX/D丁 RBl/SD/SDA RB 1 /SDI/SD A R20UT-DIP SW-2 
13 RB2 RB2/TX/CK RB2/SDO/CCP1 RB2/SDO/RX/DT R20UT-DIP SW-3 T21N-DIP SW-6 
14 RB3 RB3/CCP1 RB3/CCP1 /PGM RB3/CCP1 /PGM 

CN2 PIC16F84A PIC16F627A PIC16F818/819 PIC16F88 RS232 
/628A/648A ドライバー IC

28 GND 
27 TX1 OUT (RS232) 
26 RXl IN (RS232) 
25 RX1 OUT (LOGIC) 
24 TX1 IN (LOGIC) 
23 RA1 RA1/AN1 RA1/AN1 RA1/AN1 
22 RAO RAO/ANO RAO/ANO RAO/ANO 
21 OSC1 RA7/0SC1/CLKIN RA 7 /OSC 1 /CLKI RA7 /0SC1 /CLKI 
20 OSC2 RA6/0SC2/CLKOUT RA6/0SC2/CLKO RA6/0SC2/CLKO 
19 VDD (+SVOUT) 
18 RB7/PGD RB7パ10S1/PGD RB7(T10S1/PGD RB7/AN6汀10S1/PGD
17 RB6/PGC RB6/T10S0/Tl CKI/PGC RB6/T1 OSO/T1 CKI/PGC RB6/AN5/T1 OSO/T1 CKI/PGC 
16 RBS RBS RBS/SS RBS/SS/TX/CK T21N-DIP SW-7 
15 RB4 RB4/PGM RB4/SCK/SCL RB4/SCK/SCL 
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■ 回路の説明 ■ 回路図を参考にお読みください。
①CN1,CN2

外部に接続するコネクタです。 28ピン ICの形をしています。
それぞれの機能は【CN1,CN2接続表】をご覧ください。

②PICマイコン
PIC16Fxxxは全てのピンが CN1、CN2に接続されています。U2または U3には、
PICマイコンが 取り付けられています。このモジュール 使用した商品には2種類あ
ります。一つは、U2に SOPタイプのマイコンを実装したタイプで、もう一つは、
U3に DIPタイプの マイコンを取り付けるタイプです。U2とU3には同時にマイコ
ンを取り付けることはできません。（マイコンの種類によって使用できる機能が異な
ります。違いは【CN1,CN2接続表】をご参考 して下さい。）

* RA7(0SC1)、RA 6(0SC2)は、OSC端子として使用するか、1/0端子として使
用するか選択できます。OSC端子として使用するときはセラミッり発振子を取り付ま
す。内蔵RC-OSCを使用し、 RA 6、RA7を1/0端子として使用するときは、セラ
ミッり発振子を取り付けないで ください。（内蔵RC-OSCは 4MHz動作 ）

* RA5(MCLR)は、 MCLR端子として使用するか、RA5（入力専用 ）端子とし
て使用するか選択できます。この端子は、R1:33K Qでプルアップ されています。この抵抗が不要な場合は、R1を取り外してください。

③電源
CN1-3:V-INピンが電源入力。入力電圧は5~16Vです。CN1- 10ピンと CN2-28ピンがGND。CN2-19ピン からは5Vが出力 されます。
PICマイコンに電源を供給する時は、 SW1 : DIPスイッチの8番をONにセットします。

④発振子
20MHzセラミッり発振子が付 いています。コンデンサ内蔵なので、このままで 20MHz動作します。
内蔵RCオシレータを使用するときは 4MHz動作となります。

⑤RS232
RS232ICは、送信：2ch/受信：2ch 内蔵。
1ch分は SW1:DIPスイッチを経由しマイコンの TX/RX
端子に接続されます。

■ DIPスイッチ設定■

■ DIPスイッチ設定ー RS232の 使用時 ■

RS232を使用しないときは、DIPスイッチ の1 ~7 
番をOFF します。 PIC16F627 A/628A/648A/88は

UARTモジュールがマイコンに内蔵されているので、 使
用するときのTX ,RX端子は固定されます。
RS232を 使用するときは 表で指定された DIPスイッチ
をONにセットて使用します。

しかし、PIC16F84A/818/819はマイコンにUARTモ
ジュールが内蔵されていませんので RS232はソフトウエ

ア処理で 実現します。この 場合、どの端子を使用する
かはユーザの判断となります。

■ DIPスイッチ設定ー電源 ■

8番のスイッチをONにセットすると PICマイコンに電
源が供給されます。

■サンプルプログラムの説明 ■

PIC16F84A 

PIC16F627A 
PICl 6F628A 
PIC16F648A 
PIC16F818 

PIC16F819 

PIC16F88 

UART 
モジュ ール

なし

有リ
有リ
有リ

なし

なし

有リ

DIPスイッチの設定
TX RX 

いずれか一つを選択 いずれか一つを選択
Spin- RA3 1pin- RA4 
6pin - RB2 2pin - RB1 
7pin- RB5 3pin - RB2 

4pin - RBO/INT 
6pin - RB2:TX 2pin - RB 1 :RX 
6pin - RB2:TX 2pin - RB 1 :RX 
6pin - RB2:TX 2pin - RB1:RX 

いずれか一つを選択 いずれか一つを選択
Spin - RA3 1 pin - RA4 
6pin - RB2 2pin - RB1 
?pin - RBS 3pin - RB2 

4pin - RBO/INT 
いずれか一つを選択 いずれか一つを選択

Spin - RA3 1pin- RA4 
6pin - RB2 2pin - RB1 
7pm - RB5 3pin - RB2 

4pin - RBO/INT 
?pin - RBS:TX 3pin - RB2:RX 

RS232 データ送受信フォーマットは最初がLowレベルのスタートピット、次がLSBピットから8ピット分のデータビット、最後がHiレベルのストップビットとなります。
受信プログラム
サブル ーチン名は、SCLRX-DATAです。
通常、RS232 信号ラインは、Hiレベルです。 この信号がLowになった時から、データ受信処理を開始します。最初は、1ビット周期＋1ピット周期／2
の時間ウエイトを行い、その後、1 ピット周期時間でレベルのサンプリングを 8 回行います。最後のデータピットサンプリング後、1 ピット周期時間ウエイトして
からサブル ーチンを抜けます。データを格納するレジスタ名はは、SCI_BUFFERで、MSBビットに受信ピットをセットし右シフトで格納します。
送信プログラム
サブル ーチン名は、SCI_TX_DATAです。
送信サブル ーチンの最初で、BCF INTCON,GIE命令、INTCONレジスタのGIEピットをクリアすることで、これ以降割り込みを禁止します。
データ送信中に割り込みが発生すると、1ビット周期にずれが発生してしまうので、これを防止するためです。最初に、スタ ートビットのレベルであるLowを
出力し、その後、SCI_BUFFERレジスタの内容を0ビット目から8ピット分出力します。最後にストップピットであるHiレベルを出力し1ピット周期分のウエ
イトします。BSF INTCON,GIE命令によって割り込みを有効に設定しサブル ーチンを抜けます。












